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要求品質を確保するための RFP作成支援の方法

Methodlogy to RFP Development for Quality Assurance of Requirements

増　山　義　三

要　約　システム開発の問題の多くは，要求定義の段階に原因がある．システム開発の成功の
鍵が要求定義にあるにもかかわらず，ユーザ企業自身では適切に要求仕様条件を表す RFP
を作成することが難しいという調査結果もある．目指すべき RFP は，経営層や利用部門の
参画を得，要求の背景にあるビジネス目的を共有し，要求を漏れなく明確に表現したもので
ある．品質保証の観点からは，要求仕様の品質に関する IEEE 推奨案にある，妥当性，非あ
いまい性，完全性，無矛盾性，ランク付け，検証可能性，変更可能性，追跡可能性の八つの
品質特性を考慮して要求品質を確保する必要がある．

　　日本ユニシスのシステム化アプローチ Unisys 3D Blueprinting を用いてユーザ企業の
RFP 作成を支援する方法は，要求を事業要求，業務要求，システム要求に分類して，経営
層を含むユーザ企業の関係者にも分かり易いモデルで記述する．併せて，関係者が参加する
ワークショップを開催してビジネス目的を共有する．また，a）RFP に必要な内容を網羅す
る成果物セットを用いる，b）要求の理由と発生源を明確に記述する，c）システム要求と上
位の事業要求や業務要求との対応付けを確認する，d）参照モデルと比較して要求の漏れを
確認する，などにより前述した八つの品質特性を満たす高品質の RFP 作成を実現する．

　　RFP 段階での経営層の関与が不十分だったプロジェクトは，システム要件定義に先立っ
て，この方法を活用してシステム化の目的を経営層と再確認することを推奨する．

Abstract　Many of the problems in system development have their causes in the requirements definition 

phase. In spite of the fact that the key to successful system development lies in requirements definition, 

research shows that it is difficult for user companies to create RFPs that appropriately describe the 

requirement specifications and conditions by themselves. The ideal RFP clearly and comprehensively 

describes the requirements, involving management and user organizations, and sharing the business objec-

tives behind the requirements. From the viewpoint of quality assurance, we need to establish the eight 

characteristics of a good software requirements specification as defined in the IEEE recommendation, 

namely: correct, unambiguous, complete, consistent, ranked, verifiable, modifiable and traceable.

　　Nihon Unisys’ methodology to support user companies’ RFP creation using the system development 

approach Unisys 3D Blueprinting categorizes requirements into business requirements, operational 

requirements and system requirements, and describes them using models that relevant user company peo-

ple including management can easily understand. In addition, business objectives are shared via workshops 

attended by the relevant people. Furthermore, the creation of an RFP that has the aforementioned eight 

quality characteristics is achieved via a) using a set of deliverables that covers the content required for the 

RFP, b) clearly describing the reason for and source of the requirements, c) confirming the links between 

system requirements and upper level business and operational requirements, d) identifying missing 

requirements by comparing with reference models, etc.
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1.　は　じ　め　に
　システム開発の現場においては，近年の産業界全般での競争の激化，情報システムに対する
要求の高まりなどもあり，品質，予算，納期の目標を達成できない「問題プロジェクト」の割
合が無視できないものとなっている．これは，日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）の
調査で報告されており，問題の多くは，要求定義の段階に原因があると推測される．また要求
定義段階の欠陥は，設計・開発工程では発見されにくく，運用テストや運用後に発見されるま
でに多大なコストが投入され，またその修正のための手戻りでさらに多くのコストが必要にな
る．
　要求定義における主要な課題は，経営層や利用部門の参画を得ること，ビジネス目的を共有
すること，要求を漏れなく明確に表現することである．しかしながら，ユーザ企業自身では要
求仕様条件を明確に示す RFP を作成することが難しいという調査結果もあり，上記の課題を
解決しつつユーザ企業の RFP 作成（要求定義）を支援する方法が求められている．
　ここで取り上げる要求とは，ユーザ企業が必要とすることを実現するために情報システムが
提供するサービスのことである．また，本稿で取り上げる RFP（Request For Proposal）とは，
ユーザ企業の要求が記述されたものであり，ユーザ企業がシステム要件定義工程（以降）の提
案を求めるために委託先候補へ提示する提案依頼を指す．RFP には，システム化の背景や目
的を示す事業要求，前提となる業務プロセスを示す業務要求，機能要求と非機能要求を示すシ
ステム要求に加えて，プロジェクト条件や提案手続き，および契約事項などの要求以外の要素
も含まれるが，ここでは要求に絞って言及する．
　本稿では，RFP の重要性を確認し，目指す RFP を設定した上で，ユーザ企業の RFP 作成
を支援する方法を提言する．また，ソフトウェア要求仕様書に関する IEEE 推奨案（IEEE 
Std 830 1998［4］）にある良いソフトウェア要求仕様書が備えるべき八つの特性に基づいて，妥
当性，非あいまい性，完全性，無矛盾性，ランク付け，検証可能性，変更可能性，追跡可能性
に関して，要求品質を確保する方法を述べる．

2.　要求定義（RFP）の重要性
　2. 1　システム開発の問題を招く要求の欠陥
　JUAS の「企業 IT 動向調査 2006［10］」によれば，システム開発において，工期，予算，品質
のいずれについてもうまくいっている割合は少ない．規模が 500 人月以上のプロジェクトでみ
ると，
　・工期：46％がスケジュール遅延
　・予算：38％が予算超過
　・品質：27％が品質に不満
となっている．
　このような問題が起きる原因については，同じ調査の「納期遅延理由」のアンケート調査結

　　For projects with insufficient management involvement in the RFP phase, we recommend that this 

methodology be used to reconfirm the objectives of system development with management prior to pro-

ceeding with system requirements definition.

50（440）



果によれば，「RFP の内容不適当」「要求仕様の決定遅れ」「要件分析作業不十分」の三つの理
由で全体の 42％になっている．また，同じ調査の「発注者としての反省点」の調査結果にお
いては，要求に関わる二つの項目，「システム仕様の定義が不十分のまま発注」と「要求仕様
条件（RFP）を明確に提示せず」が圧倒的に高い値を占めている（図 1）．
　要求に関わる反省点が圧倒的上位を占めているということは，要求の不完全さ，不十分さが
システム開発の問題を招いていると推測される．

　2. 2　要求の欠陥を修正するためのコスト
　次に，Grady, Robert の研究［5］による，要求の欠陥を修正するための発見工程別の相対的な
コスト（図 2）をみると，要求の欠陥が要求定義の段階で発見されれば修正のコストは少なく
て済むが，要求の欠陥の発見が，設計，開発，運用と後工程へいくほど修正にかかるコストが
増加する．なぜならば，要求の欠陥が発見されるまでに，その誤った要求に基づいて設計・開
発が行われ，すでに時間と労力を投じているからである．また，設計・開発時のレビューやテ
ストは設計・開発の欠陥を見つけようとする傾向が強く，要求の欠陥は設計・開発工程では発
見されにくいので，運用テストや運用後になってようやく欠陥が発見されるケースが多いと考
えられる．

　このように，要求の欠陥は修正に多大なコストがかかり，要求の欠陥がシステム開発の問題
を招いている大きな原因と考えられる．システム開発を成功させる鍵は，要求の品質向上にあ
る．

図 1　発注者としての反省点

図 2　要求の欠陥を修正するための発見フェーズ別相対的コスト
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　2. 3　要求定義を成功させるポイント
　米国 Standish Group の 1998 年の調査［6］によれば，全米の IT アプリケーション開発プロジ
ェクトの 28％が完成を見ずに中止となっている一方で，大企業（Fortune 500 company）の
プロジェクトの 28％，中堅企業のプロジェクトの 24％がスケジュールと予算どおりに完了し
成功を収めている．これらの成功したプロジェクトの主要な成功要因の上位には，
　・利用者の参加　　　　：成功したプロジェクトの 20％
　・経営層のサポート　　：成功したプロジェクトの 15％
　・明確なビジネス目的　：成功したプロジェクトの 15％
の三つの要因があがっている．
　要求定義の観点でこれらの要因について考える．
　利用者の関与が不足すると，利用者が本当に何を必要としているのかが理解できない，業務
上なぜその要求が必要なのか理由が分からないといった状況になり，利用者の真の要求をとら
えられずに，結果的に利用者が求めるものと異なる開発をしてしまうことが起こる．
　要求のとりまとめの段階で，要求の内容や優先順位付けについて部門間の調整が必要になる
ことも出てくる．経営層のサポートがなければ，要求がいつまでたっても決まらない，経営方
針に沿わない要求が優先されて後で問題なる，といったことが起こる．
　要求の段階で，経営層の意思を反映し，システム化の方針・狙いを周知・徹底させておかな
いと，要求の範囲がぶれたり，部門ごとに勝手な要求を考えたりして，要求のとりまとめに手
間がかかる．システム開発の費用と時間の増大を招くばかりでなく，経営層の狙いと異なるシ
ステムが作られることにもなりかねないのである．
　ユーザ企業の関係者の要求を満たし，予算と納期を守るシステム開発のためには，要求定義
の段階で，経営層や利用部門の参画を得，要求の背景にあるビジネス目的を共有することが重
要だと考えられる．

　2. 4　RFP作成の実態
　これまで述べたように，システム開発を成功させるためには要求定義（RFP 作成）が重要
であるにもかかわらず，ユーザ企業において RFP があまり作られていないという調査結果が
ある．JUAS の企業 IT 動向調査における，「要求仕様書（RFP）作成における役割分担」調査［11］

では，ユーザ企業で RFP のほとんどを作っている割合は年々増加してきているものの，2007
年でも全体では 23％しかなく，従業員が 1,000 人以上の大企業でも 34％しかない．
　RFP があまり作られない理由は，「RFP の重要性やメリットが十分認識されていない」「RFP
に書く内容や作り方が浸透していない」ためと考えられる．RFP の重要性やメリット，ユー
ザ企業の主体的な RFP づくりの重要性をさらに訴えていく必要がある．また，ユーザ企業自
身による RFP 作成を支援する方法を整備する必要がある．

3.　目指す RFPとは
　上述した問題認識に基づき，目指すべき RFP は，経営層や利用部門の参加を得て，要求の
背景にあるビジネス目的を共有した，品質の良い RFP である．
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　3. 1　関係者の参画とビジネス目的の共有
　RFP に求められる重要なことは，ユーザ企業の関係者（経営層，利用部門，IT 部門）の参
画を得て，ビジネス目的を明確にし，関係者が RFP の内容に納得し合意していることである．
システム化のゴール，ビジネスの方式，システム要求とその優先度，ビジネス効果，予算，ス
ケジュール，体制などについて関係者が合意していなければ，システム開発の問題につながる．
　また，事業要求，業務要求，システム要求を IT 実装に確実につなげるためには，この段階
で要求の実現性が見通されている必要がある．予算，納期，技術やリソースに関して，要求の
実現性がなければ，結果的に後続のシステム要件定義工程以降で，要求定義に立ち戻っての手
戻りが発生することになり，システム開発の問題につながる．もし，RFP の段階で実現性が
見通せない場合は，「実現性未確認」とリスクを明示しておき，システム要件定義の初期に実
現性の確認を行うべきである．要求の段階で，ビジネス効果を基にした優先度と，予算や納期，
技術やリソースの実現性について判断できるようにするためにも，経営層，利用部門，IT 部
門が参画する必要がある．

　3. 2　要求品質の確保
　RFP に求められる品質（要求品質）は，一般的なソフトウェアの品質特性よりも，ソフト
ウェア要求仕様に関する IEEE 推奨案（IEEE Std 830 1998）の特性の方が考えやすい．IEEE
推奨案では，良いソフトウェア要求仕様書が備えるべき特性として，妥当性，非あいまい性，
完全性，無矛盾性，ランク付け，検証可能性，変更可能性，追跡可能性を挙げている．これに
基づいて，目指す要求品質を述べる（要求工学ワーキンググループ報告書［19］参照）．

1）妥当性
　関係者の望む要求が正しく表現されており，必要のない要求は含まれていない．RFP に
ある全ての要求が，開発されるシステムが満たすべき事柄と一致している．
2）非あいまい性
　要求の内容が誤解を招かず，要求が一意に解釈できる．
　自然言語の持つ要因と，文の読み手の背景知識によって異なる解釈が生じることがない．
3）完全性
　要求のモレがなく，ユーザ企業としての全ての要求が記載されている．また，要求に記載
される用語や単位の定義にもモレがなく，含まれる図や表などの参照元が存在する．
4）無矛盾性
　RFP 内に含まれる複数の要求，定義あるいは制約の間で矛盾がない．また，RFP の前提
となる上位の要求書がある場合には，その上位要求書との間で矛盾がない．
5）ランク付け
　重要度と安定性のランク付けがされている．重要度によるランク付けとは，必要（必須）/
あると良い（要望）/あっても差し支えない（許容）や，高/中/低などとランク付けすること
である．安定性とは，要求が変更される可能性や，要求の解釈が変わる可能性が低いことで
ある．
6）検証可能性
　開発完了後のシステムが要求を満たしていることをチェックできる．また，あいまいな要
求を排除して検証可能性を確保している．
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7）修正容易性
　要求の変更に対して容易かつ一貫性を保って RFP が修正できる構造を持っている．また，
要求が各々分離独立していて要求間に依存関係がない．
8）追跡可能性
　要求の根拠・発生源が明確であり常に参照可能である．また要求を基に作成された全ての
文書が参照できる．

　3. 3　RFPの構成要素
　ソフトウェア要求仕様に関する IEEE 推奨案や公開されている有力な RFP テンプレートで
ある IT コーディネータ協会の RFP 見本［20］などを参考に，RFP に求められる構成要素を，要
求に焦点を当てて整理した（表 1）．

　ここでは，要求を事業要求，業務要求，システム要求に分類した．
　事業要求は，システム化の背景と目的として，業界の外部環境，業界動向，解決したい課題，
システム化のゴール，実現方針（ビジネス方式や施策），狙いとする効果などを可視化したも
のである．新システムが必要な理由を事業の観点で明示するものであり，経営層の思い（認識
や意図）をプロジェクトの関係者で共有するためのものである．また，この後で検討される施
策や機能の効果の検証や，業務要求/システム要求の優先度を判断する基準として用いる．
　業務要求は，業務プロセスとして，関連する組織，業務フロー，業務処理内容，取り扱うデ
ータなどを可視化したものである．システム化の対象業務範囲，前提や制約となる業務方式（組
織や業務ルールなど），システム要求の必要性と使われ方を明示するためのものである．
　システム要求は，機能要求と非機能要求で構成される．機能要求はシステムが提供する機能

（サービス）とその業務目的（要求の理由）を明らかにしたものである．非機能要求は，サー
ビス提供要求（サービスレベル），IT インフラ要求，運用要求，設計・開発要求，保守要求な
どを明らかにしたものである．機能要求および非機能要求ともに見積りや提案のベースとな
る．
　また，これらの要求を表現する粒度は，最終意思決定者である経営層が理解し判断できるレ

表 1　RFPの構成要素
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ベルとし，分かり易く表現する必要がある．

4.　RFPの作成方法
　これまで述べたように，目指す RFP をユーザ企業が主体的に作成できる方法が求められて
いる．そこで，短期間で品質の良い RFP を作れるように考慮した，Unisys 3D Blueprinting［23］

を用いた新しい RFP 作成方法をまとめた．

　4. 1　Unisys 3D Blueprintingの概要
　Unisys 3D Blueprinting は，日本ユニシスが用いる新しいシステム化の方法である．ビジネ
スと IT の両面から企業を可視化して関係者で共有する，企業のビジネス戦略から IT システ
ムまでを一貫してつなぐシステム化アプローチである．ビジネス戦略/業務プロセス/情報機
能/情報基盤の四つの層に分けて，企業のビジネスおよびシステムの構造と機能を立体的（3D）
に表すものである（図 3）．

　Unisys 3D Blueprinting は，この 4 層アーキテクチャに基づいて，ビジネスおよびシステム
の構造と機能を可視化する方法論，方法論を支えるツールセット，業種・業務別の参照モデル
で構成されている．Unisys 3D Blueprinting は，日本ユニシスグループが顧客へのサービスに
用いる道具として位置づけられ，RFP 作成支援サービスは，コンサルティング・サービスと
して提供される．

　4. 2　RFP作成の手順
　RFP 作成支援サービスの流れは，準備・計画，RFP 作成，ベンダー選定（オプション）の
順で進める（図 4）．
　RFP 作成支援サービスの中で，Unisys 3D Blueprinting の 1 層ビジネス戦略層と 2 層業務
プロセス層の成果物セット（RFP ブループリント・キット）および，Unisys 3D Blueprinting
ワークショップ手法（RFP 作成ワークショップ）を用いる．

図 3　企業を可視化する 4層の体系（アーキテクチャ）
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　4. 3　RFPブループリント・キット：Unisys 3D Blueprinting成果物セット
　RFP ブループリント・キットとは，RFP 作成に必要な内容を網羅するように Unisys 3D 
Blueprinting の 1－2 層の成果物の中から抽出して，一式のセットとして整理したものを指す

（表 2）．キットに含まれる成果物を作成していくと，RFP が完成する．
　この表では，RFP に必要な項目の内，要求（事業要求，業務要求，システム要求）に絞り
込んでいる．その他の，開発計画や体制などのプロジェクト要求，提案手続きや契約事項など
の一般的な項目は割愛している．

　　4. 3. 1　事業要求
　事業要求では，システム化の背景にある市場環境や業界動向の認識，さらに企業のビジネス
戦略を可視化する．更に，経営層の意思，方針を確認して，解決したい課題，システム化のゴール，
システム化の方針と狙い，目指すシステム化の効果など，システム化の目的を可視化する．
　以下に，代表的な RFP ブループリント・キットの成果物について説明する．

1）　背景
ⅰ）業界の外部環境：ビジネス環境プロファイル（図 5 左）
　企業が属する業界の外側で何が起こっているのか，業界にどんな影響/機会がありそう

図 4　RFP作成の手順

表 2　RFPブループリント・キット（Unisys 3D Blueprinting成果物セットより抜粋）
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か，企業にどのようなアクションが求められるかの観点で分析・整理する成果物である．
典型的な分析方法としては，PEST 分析：P（政治），E（経済），S（社会），T（技術）
の切り口から分析する手法がある．
ⅱ）業界動向：業界トレンドモデル（図 5 右）
　企業が属する業界の向かっている方向，望ましい傾向，企業にどのようなアクションが
求められるかの観点で分析・整理する成果物である．分析内容としては，市場の成長性や
競合の傾向，商品やサービスの傾向，業界における企業戦略の傾向などが一般的である．

2）　システム化の目的
ⅰ）解決したい課題：ビジネス課題モデル（図 6 左）
　システム化によって解決したいビジネス課題を可視化する成果物である．経営層が考え
る解決したいビジネス課題を階層構造で表現する．
ⅱ）システム化のゴール：ビジネス目標モデル（図 6 中）
　システム化の到達目標を可視化する成果物である．システム化で実現するビジネスの状
態やビジネス課題が解決した状態をビジネスレベルの粒度で，階層構造で表現する．ビジ
ネスレベルとは，経営層が関心を持ち，判断できる水準を指している．
ⅲ）システム化の実現方針（施策）：ビジネス施策モデル（図 6 右）
　システム化の実現方針（施策）を可視化する成果物である．新しいビジネスの方式やシ
ステム機能を，ビジネスレベルの粒度で階層構造に表現する．

図 5　背景に関する成果物例

図 6　システム化の目的に関する成果物例
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　　4. 3. 2　業務要求
　業務要求では，システム化の前提となる業務プロセスを可視化する．対象組織，対象業務範
囲，業務プロセス構成，業務プロセスフロー，概念データ構造などを可視化する．
　以下に，代表的な RFP ブループリント・キットの成果物について説明する．

1）　業務プロセス
ⅰ）対象組織：組織モデル（図 7 左上）
　企業の組織構造を可視化する．
　システム化にかかわる部門，後述の業務プロセスフローに登場する組織を全て表現する．
ⅱ）対象業務範囲：ビジネス相互作用モデル（図 7 右上）
　企業へ商材を供給する企業（サプライヤ），企業内の関連組織，企業の顧客，競合企業
や関連する法規制など，対象業務領域にかかわる関係者間でのビジネスレベルでの相互関
係を可視化する．注文や納品などの高レベルのビジネス視点で組織間の関係を概観する．
ⅲ）業務プロセス構成：ビジネス価値連鎖モデル（図 7 左下）
　対象とする業務プロセスの全体構成を可視化する．ビジネス価値連鎖モデルで表現する．
ⅳ）業務プロセスフロー：ビジネススイムレーン・モデル（図 7 右下）
　業務プロセス毎に，業務プロセスフローを可視化する．業務プロセスフローは，標準の
ビジネスプロセスモデリング表記法 BPMN（Business Process Modeling Notation）に準
じたビジネススイムレーン・モデルに表現する．

　　4. 3. 3　システム要求
　システム要求では，システムに求める機能要求と非機能要求を可視化する．要求するアプリ
ケーション機能の一覧と，IT インフラストラクチャへの要求一覧を作成する．
　以下に，RFP ブループリント・キットの成果物について説明する．

1）　機能要求
ⅰ）要求機能一覧：機能要求成果物
　新システムの機能要求を一覧に記述する（表 3）．
　ここで留意することは，要求の理由と要求の効果を明確にすることである．要求の理由
とは，要求機能が必要な理由であり，要求の背景となったニーズ（解決したいこと，実現

図 7　業務プロセスに関する成果物の例
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したいこと）であり，要求機能で解決するビジネス課題，あるいは実現するビジネス施策
と対応付くものでなければならない．また，要求の効果とは，要求機能が寄与するビジネ
ス効果であり，定量効果および定性効果からなるが，ビジネス効果と対応付くものでなけ
ればならない．

2）　非機能要求
ⅰ）品質・性能要求，運用要求，技術要求：IT 要求成果物
　サービス提供要求，IT インフラ要求，運用要求，設計・開発条件，保守条件などの非
機能要求を，IT 要求成果物に記述する（表 4）．
　ここでは，用意された各 IT 要求項目ごとに，要求内容とその前提条件や理由，要求の
背景にある事業要求や業務要求を記述する．RFP の段階で要求内容が決定できない項目
については，「未定義」と記載しリスクとして関係者で共通認識しておくことが重要であ
る．未定義の項目については，システム要件定義段階の初期に確定させ，関係者で合意す
る必要がある．
　なお，非機能要求の項目は，網羅性の確保を考慮し JUAS の「非機能要求仕様定義ガ
イドライン」［13］（全 230 項目），および電子情報技術産業協会の「民間向け IT システムの
SLA ガイドライン第三版」［14］（全 481 項目）を参考にして決定する．

　4. 4　RFP作成ワークショップ
　RFP 作成ワークショップとは，ユーザ企業自身が RFP を作成するのを日本ユニシスが支援
する際に用いる Unisys 3D Blueprinting の手法である．RFP 作成ワークショップは，ユーザ
企業と日本ユニシスとが共同で行う検討会であり，日本ユニシスのコンサルタントのファシリ
テーションのもとで，経営層・利用部門・IT部門といったユーザ企業の関係者が参加して行う．
ワークショップの結果，ユーザ企業の要求が RFP ブループリント・キット成果物にまとめら

表 3　機能要求成果物への記載内容（抜粋）

表 4　IT要求成果物の例（抜粋）
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れ，参加者で合意・共有化される（図 8）．

　4. 5　要求品質の確保
　3. 2 節で述べた求められる品質特性に従って，要求品質を確保するための方法を述べる．

1）妥当性
　妥当性を裏付けるために，RFP 作成ワークショップを通して，経営層，利用部門，IT 部
門の納得・合意を得たユーザ企業の総意としての要求であることを確認する．「機能要求成
果物」には，要求の理由と発生源，狙うビジネス効果を記述し，「IT 要求成果物」では，要
求の理由と発生源，前提条件を記述し，妥当性の確認をしやすくする．また，トレーサビリ
ティ・リポジトリ＊1 を活用して要求間の関係を確認する．これは Unisys 3D Blueprinting
のトレーサビリティツールを用いて，トレーサビリティ・リポジトリに，要求および要求間
の関係を登録することにより，要求の源泉や影響をたどるものである．例えば，システム要
求が上位の要求である事業要求または業務要求と意味的に対応付いているかどうかを確認す
ることで，システム要求の妥当性を確認する．最後には，関係者によるレビューを受け，顧
客の真のニーズに合致していることを確認して，妥当性を確保する．
2）非あいまい性
　非あいまい性を考慮し，成果物のほとんどは，シンプルで可読性が高く誤解を招きにくい
階層図や分解図のモデルを用いる．また，「IT 要求成果物」では，開発後に要求が実現でき
たのか否かの判断が明確にできるように，各要求項目は数値あるいは，有無で表現する．さ
らには，用語集を作って専門用語などを定義しておくことで，非あいまい性を確保する．
3）完全性
　完全性に配慮し，RFP に必要な情報を体系的に網羅した RFP ブループリント・キットを
用いる．この内容を埋めていくことで，RFPに必要な情報が効率的にかつ確実に網羅される．
また，日本ユニシスの業務参照モデルなどの利用可能な参照モデル＊2 と比較チェックして要

図 8　RFP作成ワークショップの概観（事業要求をまとめる例）
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求のモレを防ぐ．さらに，要求間の整合性確認によって要求のモレを確認する．例えば，各
システム要求が狙うビジネス効果を合算すると事業要求の「狙うビジネス効果」が達成でき
ることを確認する．なお要求が定まっていない場合は，「未定義」と明記する．最後に，関
係者によるレビューを通して，要求のモレがないことを確認し，完全性を確保する．
4）無矛盾性
　要求間の不整合を，レビューおよび検査によってチェックする．また，複数モデル間の関
連性確認によって矛盾を防止することで，無矛盾性を確保する．これはビジネスモデリング
ツールの機能を活用して，モデル間の関連付けを行うものである．任意のモデル要素間に関
連を持たせることで，モデル要素間の関連をマトリックス表に表現できる．またモデル間の
関連をモデル化して視覚的に表現することもできる．さらに関連付けの整合性を確認するこ
とで，それぞれのモデル要素の依存関係の把握や，要素のモレやダブりなどの矛盾点発見に
役立てることができる（図 9）．例えば，すべての「解決したい課題」を受け止める「施策」
が存在していることを確認して，施策のモレを確認する．要求の完全性の確保にも有効であ
る．

5）ランク付け
　「機能要求成果物」には，効果，重要度，難易度，順序性，作業量，リスク，安定性など
を考慮した優先度を設定して，ランク付けする．
6）検証可能性
　「機能要求成果物」は，要求が実現できたか否かが検証できるように項目単位に分解して
記述する．また「IT 要求成果物」は，実現できたか否かが後で明確に判断できるように，
各要求項目は数値あるいは，有無で表現することで，検証可能性を確保する．
7）修正可能性
　目次，索引，クロスリファレンスをつける．また，要求間の依存性の検査を行うことで，
修正可能性を確保する．
8）追跡可能性
　要求項目には，ユニークな識別番号をつける．さらに要求の根拠・発生源を記述すること
で，追跡可能性を確保する．

図 9　複数モデル間の関連性確認の例
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5.　考察
　4 章で述べた RFP 作成方法により，要求定義の段階で，経営層や利用部門の参画を得てビ
ジネス目的を共有した品質の良い RFP，すなわち目指す RFP が作成できる．
　関係者の参画とビジネス目的の共有については，RFP 作成ワークショップを通して，関係
者のコンセンサスが形成される．ビジネス戦略についての経営層を交えたワークショップによ
り，経営層が意図する解決すべき課題やシステム化のゴールの認識合わせができる．システム
化の具体的要求の検討に先立って，重要なビジネス目的の共有が実現できる．また，ワークシ
ョップは関連部門が集まった協調作業の場となり，関連部門間でシステム化の方針や要求につ
いての調整および合意形成が図れると考える．
　また，RFP に求められる要求品質については，4. 5 節で述べた方法により確保できると考え
るが，残された課題は，要求品質の計測と数量化による評価である．例えば，システム要求の
妥当性は，開発されるシステムが満たすべき要求であることを意味しており，システムが満た
すべき以外の要求が書かれていれば，妥当性は低いことになる．システム要求が，上位の事業
要求または業務要求と意味的に対応付くかにより，妥当性を数量化する場合は，

妥当性＝上位の要求と意味的に対応付くシステム要求の数/システム要求の総数
で表現できる．
　他の品質特性についてもこのような数量化を進めることで，要求品質の管理をさらに前進さ
せることができると考える．

6.　お　わ　り　に
　本稿では，システム品質のベースとなる要求品質を改善する方法を提言した．今回紹介した
アプローチを整備して，要求品質をさらに高める工夫を織り込んでいきたい．
　今回提言した RFP づくりの方法は，ユーザ企業が主体となって RFP を作成すること，ユー
ザ企業の経営層が RFP 作成ワークショップに参画することを強く推奨している．しかしなが
ら，これらは依然としてユーザ企業にとってはハードルが高いと思われる．引き続きユーザ企
業の主体的な RFP づくりと経営層参画の必要性と価値を訴求していかなければならない．ま
た，RFPの段階で経営層の関与が不十分だったプロジェクトは，システム要件定義に先立って，
事業要求すなわちシステム化の目的やゴールなどについての経営層の意思を改めて確認するこ
とが必要だと考える．事業要求の確認のためには，今回紹介した Unisys 3D Blueprinting ア
プローチを活用することが有効であろう．
　最後に，本稿の執筆にあたり多くの方々との意見交換や実践活動の結果を参考にした．ご協
力をいただいた各位に深く感謝する．

─────────

＊ 1 トレーサビリティ・リポジトリ：Unisys 3D Blueprinting の構成要素の一つであり，モデリ
ングツールで定義されたモデル要素の情報およびモデル要素間の関連の情報を維持・管理す
る保管庫である．

＊ 2 一般公開されて入手可能な参照モデルには，業務プロセス参照モデル［22］としては，サプラ
イチェーンカウンシルの SCOR（Supply Chain Operation Reference-model）や DCOR

（Design Chain Operation Reference-model），経済産業省の経理・財務業務俯瞰図，中部産
業連盟の JMS（Japan Management Standard），米国生産性品質センターの PCF（Process 
Classification Framework）などがある．また技術参照モデルとしては，経済産業省の技術
参照モデル［15］がある．
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